
令和3年度は、林業イノベーションハブセンター（森ハブ）の立ち上げ一年目として、
5つのテーマで調査を実施し、産学官の様々な知見者による専門委員会で
検討・議論を行いながら、今後の林業イノベーションを促進する仕組みや、

林業イノベーションに有用な情報等の整理を実施しました。

●イノベーションによる林業の将来像と技術開発の現状、普及に向けた課題等を整理した
「林業イノベーション現場実装推進プログラム」のアップデート案を作成
➡林業における通信技術活用の将来像を追加
➡林業の課題を整理し、課題に対応する異分野を含めた技術をリスト化し、
技術熟度レベル（TRL）*を８段階で評価

➡｢開発｣ ｢実証｣ ｢実用化｣ ｢普及｣の４つのフェーズに分け、2025年までのタイムライン、
現状や普及に向けた課題等を更新・整理

➡技術の開発や普及等を着実に進めるためのプラットフォームとして森ハブを位置づけ

●自動化・遠隔操作化といった技術の開発動向、普及状況等をデスクトップ・ヒアリング
調査により把握・整理
●｢機械開発・森林作業システム方針案｣と｢林業機械の遠隔操作化・自動化に関する安全性
確保ガイドライン案｣を作成

*技術熟度レベル(TRL:Technology Readiness Level)
１～８段階で技術の基礎研究～市場投入までを評価。レベルが上昇するにつれ、市場投入に近づく仕様
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●地域資源や木質新素材を活用した
ビジネスモデルを構築する機運の醸成
を目指し、関連するビジネス事例の
収集・類型化及び起業支援に資する
情報を整理し、ビジネス事例集を作成

●林業の特許出願を分析、日本、米国、欧州における発明数の比較を実施
●林業分野において発明数の多い分野を重点領域として、今後の知財創出に
向けた方向性を検討

●国内林業界でのイノベーションエコシステムの形成に向け、
異分野や海外事例など先進的な取り組みを調査

●先進事例における成功要因から、林業界のエコシステムを支援する組織としての
森ハブのあり方や機能について検討

エコシステム形成の
３つのフェーズを
補完する支援機能と、
各ステップの取り組み
を加速させる情報発信
機能があげられる

6 31 15 458

250

15 59 52 2,887
10

5

26

11

2

1

1 31 27 763 397 43 321 431 1,980
4

2

49

11

2

18 14 523 370 25

212

282 1,449
2

1

32

11

2

0

0
0

境界
確定

資源
管理

施業
提案 伐採 集材・

運材
育種、苗
木生産

造林
作業

路網設
計・整備 成形品 リグニン/

製法 材料 成形品

日本

米国

欧州

計画 育成 伐採・造材、
集材・運材 CNF 改質リグニン関連*

全数

全数

全数



●令和3年度に作成した技術リストの
拡充・更新
●先行する国内外・異分野イノベーション
のアウトカム指標等から、
林業イノベーションの推進に必要な
アウトカム指標を検討

令和4年度は、令和3年度の検討と、「林業イノベーション現場実装推進プログラム」の
アップデート版（令和4年7月公表）に基づき、林業における

イノベーションエコシステムの形成ならびに森ハブによる支援体制の構築を目指します。

 支援体制の構築に
向けた各種調査

 新たな目線での林
業イノベーション
の可能性探索

 先進プロジェクト
による森ハブ支援
のビジネスモデル
を構築

 情報発信によるプ
レイヤー巻き込み

 森ハブ支援のビジ
ネスモデルの横展
開・応用展開

 補助終了後のマネ
タイズもできるビ
ジネス支援

 個別地域支援以外
の業務の拡充

 林業全体のブラン
ディング・マーケ
ティング

令和４年度～

令和３年度

令和3年度検討内容を
もとに森ハブによる
支援体制を構築

●専門委員会の分科会を設置して検討
●令和3年度の検討をふまえ、「林業機械の
自動化・遠隔操作化」の実現に必要な技術
を中心に、メーカー等が技術開発の際に参
考にできる手引きをとりまとめ

●令和3年度に検討を行ったイノベーションエコシステムの形成ステップに
沿って、森ハブの支援体制の構築と森ハブ支援の最初の取組事例の創出を
目指して検討

区分 指標

産出

国産材の供給・利用量
単位費用あたりの木材生産量
労働生産性
単位費用あたりの造林面積
単位費用あたりの路網延長

投入
木材生産量あたりの年間投入工数
森林経営面積あたりの投入工数

上記以外
林業労働災害死亡率
1tあたりCO2削減コスト

技術リスト(更新) アウトカム指標

地域検討
地域と

コーディネーター
マッチング

地域と技術の
仮説設定

プロジェクト化に
向けた検討

ヒアリング実施 コーディネーター
リストアップ

林業機械の
自動化・遠隔操作化
に向けて（案）

イラスト等も
使用して
見やすく



令和3年度テーマ4「イノベーションエコシステム」の検討を踏まえ、
森ハブからコーディネーター等を派遣し、エコシステム形成の3つのフェーズ
（①場の形成、②実証プロジェクトの展開、③ビジネス実装支援の展開）を

補完する支援を行うとともに、各ステップの取り組みを加速させる情報発信により、
林業界内外のプレイヤーを巻き込む。

●令和3年度の成果は、林野庁HPでご確認いただけます。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/morihub/
houkokusyo_220315.html

●林業イノベーション現場実装推進プログラムの
アップデート版（令和4年7月公表）については、
林野庁HPプレスリリースよりご参照ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/press/ken_sidou/
220715.html

▶令和３年度林業
イノベーションハブ
構築事業報告書

▶林野庁プレスリリース
「林業イノベーション現場
実装推進プログラム」の
アップデートについて

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/morihub/
https://www.rinya.maff.go.jp/j/press/ken_sidou/

